
５月 23 日まで恩納村博物館企画展示室にて「新収蔵品展－平成 31・令和
元年度、令和２年度収蔵資料－」を開催しています。「新収蔵品展」とは、博
物館が過年度に寄贈や収集などで、新たに収蔵した資料を公開するとともに、
今後の博物館活動の充実と発展をめざして開催するものです。
一般的に博物館の資料の収集方法には寄贈や購入、採集などの方法がありま

すが、今回の新収蔵品では、平成 31・令和元年度と令和２年度に村内外の方
から当館にご寄贈いただいた資料を中心とした新収蔵資料を展示公開いたしま
す。主だったものとしては、村内の方より寄贈していただいた戦前の絹の反物
で仕立てられた着物をはじめ、『尋常小学国語読本』と『小学国語読本』の完
全復刻版、赤焼厨子甕、唐箕（トーミ）などがあります。
その他、歴史分野では昭和 62 年に沖縄県で開催された海邦国体に関連し、

恩納村名誉村民である佐久本嗣男氏がモデルとなっている第 42 回国民体育大
会秋季大会記念テレホンカード、海邦国体の歌「力よ技よ」と海邦国体音頭「笑
顔の美らさ」が収録されたレコードや志那事変従軍記章、軍人傷痍記章、天皇
陛下から下賜された義指などをご寄贈いただきました。
自然史分野では県内で採集されたクロシュミセンガイ、ホラガイ、トウカム

リガイ、シレナシジミなど大型貝の標本や沖縄島中部のニービ（砂岩）、久米
島の安山岩、本部半島のチャートなど県内の岩石標本をご寄贈いただきました。
ご寄贈いただいた皆様に感謝するとともに、当博物館では、これらの貴重な

資料を大切に保存し、調査研究・展示などに有効に活用することで、よりいっ
そう地域文化の創造に寄与していきたいと考えています。
また、恩納村に関する資料（民具や標本など）を博物館に寄贈していただけ

るという方がいらっしゃれば恩納村博物館までご連絡をお願いします。
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令和３年度恩納村博物館企画展
「新収蔵品展－平成31・令和元年度、令和２年度収蔵資料－」
を開催しています。
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今年度から文化係 文化財担当となりました仲嶺 真太です。

よろしくお願いいたします。昨年度、文化財の有無に伴う踏
査を行った結果、新たに名嘉真で２基の戦時中に作られたと
思われる構造物 ( 仮称 壕 ) をみつけましたので、その構造物
について紹介したいと思います。
場所は県民の森の北側で、国道 58 号の途中にあります。

国道 58 号を下ると小川が流れていて、その小川から入ってい
きます。( 地図上赤楕円マーク )

この新たに確認した２基の壕は情報がまだなく、いつだれ
がどのような目的で作ったのかわからない状況です。今後も
調査を続けていきますが、この壕のことで何か情報がありま
したら、恩納村博物館へ情報提供よろしくお願いします。
( 文化係 仲嶺 )
※この構造物を壕と仮称したのは村内全域で確認されている
壕と構造が同じようなものであるためです。

開催期間：5 月 23 日（日）まで
 ５月６、７、11、17 日は休館です。
開館時間：午前９時～午後５時（最終入館は４時 30 分）
会　　場：博物館２階企画展示室
観 覧 料：無　料

お問い合わせ：博物館　村史編さん係　☎982‒5112

赤焼厨子甕

志那事変従軍記章

久米島産安山岩 海邦国体テレホンカード

川沿いを約 50 メートル歩くと 1 つ目
の壕があります。川から一段上がったと
ころにあり、入り口付近は階段状になっ
ていました。入り口上部は現在崩落して
おり、内部には一部工具による加工痕が
見られました。大きさは内部幅が約 175
センチ、内部高が約 120 センチ、奥行
きが約 180 センチ、入り口幅が約 140
センチで大人 2 人が入れるぐらいの大き
さでした。

戦時中の構造物、新たに発見か？

壕２の入り口

壕２の計測作業
県産大型貝類標本

レコード海邦国体の歌「力よ技よ」

尋常小学校国語読本復刻版

２つ目の壕は１つ目の壕からさらに 10 メートルほど
川沿いを歩いたところにあります。こちらも川から一段上
がったところにあり、入り口と内部に加工痕が見られまし
た。この壕も入り口上部は崩落が進んでいました。壕の大
きさは内部幅が約 120 センチ、内部高が約 100 センチ、
奥行きが約 190 センチ、入り口幅が約９０センチです。
１つ目の壕より小さく大人１人が入れるくらいの大きさで
した。

壕1と加工痕（赤破線円）
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